建築基準法第４３条第2項第１号に関する認定基準
平成３１年３月１５日
改正　令和３年１１月１日
第１（目的）
本認定基準は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第４３条第2項第１号及び同法施行規則（昭和２５年建設省令第４０号。以下「規則」という。）第１０条の3の第1項から第３項の規定に基づく認定に関する判断について基準を定め、公平かつ適正な認定の実施に資することを目的とする。
第２（認定の原則）
都市計画区域内における建築物の敷地は、法第４３条第１項の規定により、法第４２条に規定される道路（以下「道路」という。）に２ｍ以上接しなければならないとされており、道路を築造し、又は道路に至るまで敷地を確保することが原則であるが、やむを得ない事由によりこれによることが困難で、利用者が少数である建築物に限って例外的に本認定基準を適用するものである。また、認定にあたっては、必要に応じ条件を付することができるものとする。
第３（認定基準）
第１に規定する基準は、第３の２から第３の４のとおりとする。
第３の２（農道等）
　規則第１０条の3第１項第１号に該当する道（農道等）の基準は、次に掲げるものとする。
一．公的機関が管理するもので、次のいずれかに該当すること。
イ）土地改良事業及び農業整備事業等による、農道やそれらに類する道
ロ）河川又は海岸の管理用の道
ハ）港湾施設である道
ニ）その他、国又は地方公共団体が管理する道
二．支障なく通行が可能で、道路に有効に接続していること。
三．将来にわたって安定的かつ日常的に利用でき、その管理者等から通行等の承諾又は許可等が得られること。
四．排水等が適切に処理されること。
第３の３（認定通路）
　　規則第１０条の3第１項第２号に該当する道（認定通路）の基準は、次に掲げるものとする。
　　一．うるま市道路位置指定基準の下記イ）からハ）に掲げる規定を準用した道であること。
　　　イ）第７条（指定道路の維持管理）
　　　ロ）第１２条から第２２条および第２５条の、申請図書の作成要領
　　　ハ）第２６条から第３５条の、道に関する基準
　　二．現に一般通行の用に供する道であること。
第3の４（道に接する敷地および建築物）
規則第１０条の３第１項各号の道に接する敷地および建築物の基準は、次に掲げるものとする。
一．道を道路とみなした場合に、法第４３条第１項その他の建築基準関係規定に適合すること。
二．排水等が適切に処理されていること。
第４（算定方法等）
当該認定における道の取り扱いについては、次のとおりとする。
一．法第４４条、第４５条、第５２条第２項及び第５６条の規定においては、道路とみなす。
二．建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号。）第２０条第２項、第１２６条の６及び第１２６条の７の規定においては、道とみなす。
　　　附　則
　この認定基準は平成３１年３月１５日から施行する。
　　　附　則
　この認定基準は令和３年１１月１日から施行する。
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